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〈読むこと〉を学ぶ大学生と教師のための課題提出型授業のヒント
─〔読む↔書く〕コミュニケーションが生み出すアクティブ・ラーニング─
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Hints for assignment submission type classes for university students and teachers that 

learn “reading”: Active learning produced by 〔read↔ write〕 communication
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対面型授業 課題提出型授業

発表形式 グループごと 個人

作成人数 各４人・計６班（グループ形式） １人（個人・計24人）

発表人数 ４人 １人

発表案数 ６案 24案

発表方法 各授業１グループずつ 全員同時

共有形式 １授業１グループ１案ずつ・段階的 全員同時

題材設定
教科書教材６種類　全４時相当
教師が設定し、学習者の合議をへて
各グループに１つずつ割り当てる

テーマ「対話について」　全４時相当
校種・学年・単元名・題材は各自で設定

相互評価 担当グループによる発表を視聴し
担当外の学習者が講評・全員で意見交換

全員が個々人による指導案を閲覧し
ブラッシュアップの際に活用

ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ なし 発表した初案の改善案を作成

学習内容 学習活動 主な言語交流

授業前日まで
発表者の交流 発表者全員で話し合い、学習指導案を作成 〔話す↔聞く〕

学習指導案の配布 担当外の学習者と教師に学習指導案を配布 〔読む↔書く〕

授業当日

発表 意図・方法などを詳説しながら発表 〔話す↔聞く〕

発表者はそれぞれ発表箇所を分担 〔話す↔聞く〕

発表者が司会進行も担当 〔話す↔聞く〕

質疑応答 担当外の学習者からの質問 〔話す↔聞く〕

発表者からの説明 〔話す↔聞く〕

意見交換 担当外の学習者からの改善提案 〔話す↔聞く〕

提案に対する発表者の意見提示 〔話す↔聞く〕

教師のコメント 発表・質疑応答・意見交換を総合的に講評 〔話す↔聞く〕
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